
現在、田川災害復旧助成工事においては、「水防活動・住民避難の支援向上」を目的

として河川の監視カメラを設置しております。※晒川合流点付近を撮影しています。

平成26年7月23日より、監視カメラの映像を一般公開することとしました。

公開サイトは、新潟県IT＆ITS推進協議会（事務局：新潟県総務監理部情報政策課）が

運営する「にいがたLIVEカメラ」です。

「にいがたLIVEカメラ」のURL：http://www.live-cam.pref.niigata.jp/

”にいがたLIVEカメラ”で検索してみてください。
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◆ リアルタイムで田川の映像が確認できます！！

現在の田川の映像をお手持ちのパソコンやスマートフォンなどからリアルタイムで確認い

ただけます。

気象庁の警報情報等と併せて、田川・晒川沿川にお住いの多くの皆様に活用していただき

たいと考えています。

田川・晒川の河川災害復旧助成事業の復旧
状況などについてお知らせします。

図1．「にいがたLIVEカメラ」表示例



【今後の予定】

１）田川
・県道田川橋：平成27年7月末供用

２）晒川
・市道池沢橋：平成26年9月供用

・市道愛宕橋：平成26年11月供用
・護岸工事：平成27年8月完了

◆ 田川・晒川の河川工事の状況を報告します！

写 真 ②

新潟・福島豪雨時（平成23年7月撮影） 護岸設置完了（平成26年6月撮影）

写 真 ①

新潟・福島豪雨時（平成23年7月撮影） 護岸設置完了（平成26年6月撮影）

新潟・福島豪雨時（平成23年8月撮影） 護岸設置完了（平成26年6月撮影）
砂防堰堤完成（平成26年5月撮影）

【 広 域 図 】

写 真 ④
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【写真①】
・決壊した既設護岸をコン
クリートブロックで復旧し
ています。
・河床を掘り下げ新潟・福
島豪雨規模の出水量を流せ
る断面となっています。

【写真②】
・魚類の遡上に配
慮し緩傾斜の落差
工を設置していま
す。
・親水目的で河川
に下りる階段（右
岸）も設置しまし
た。

【写真③】

・鋼矢板を打ち込み、矢板前面に化粧パネルを

施しました。
・河床部には従前同様の消流雪機能を備えた水
路を設置しました。

・橋の桁下には十分な余裕（110cm）をもたせ
流木が詰まらないよう改善しました。

【写真④】
・砂防堰堤により
堰堤上流から流れ
出る土砂や流木か
ら下流の地域を守
ります。（容量約8
万m3）

写 真 ③



平成26年5月13日に晒川沿川住民のみなさん「晒川水害を考える会」と県・十日町市合同で

実施した晒川現地視察会について紹介いたします。

今年の梅雨入りを前に、晒川を渡河する市道池沢橋から平成25年度に晒川上流に完成した砂防

堰堤（さぼうえんてい）までの間の河川の復旧状況や上流域の斜面状況等を合同で調査し大雨が

降った際のリスクについて確認しました。

晒川上流に完成した砂防堰堤を当日初めてご覧になられた参加者からは、「新潟・福島豪雨時と
比べ格段に安全度が上がった」という声が多く寄せられるとともに「水害・土砂災害から命・財産
を守るためには官民の情報共有が今後さらに重要となる」という意見をいただきました。

地域住民が中心となり防災・減災に繋げようという地域の自発的・率先的な取り組みは、東日本
大震災（平成23年3月）以降、全国的にも重要性が取り上げられており、また新潟県においても先
進的な取り組みであります。

県では、今後もこういった地区防災につながる活動を支援・推進し、地域住民の方々と共に地域
コミュニティの防災力を向上させていきたいと考えています

◆ 防災・減災へ向けた取り組みの紹介

集合状況 河川・斜面の危険状況を確認

助成事業による復旧状況を確認 新設された砂防堰堤に到着

記事の詳しい内容、「田川･晒川助成つうしんについては、十日町地域整備部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧ください。
十日町地域振興局 地域整備部 トップページhttp://www.pref.niigata.lg.jp/tokamachi_seibi/1317157311656.html
「田川･晒川助成つうしん」に関するご意見・ご質問などについて

〒948-0037 十日町市妻有町西2丁目1番地
新潟県十日町地域振興局地域整備部 TEL：025-757-5512FAX:025-757-5329 メールアドレス : ngt111750@pref.niigata.lg.jp

十日町地域整備部ホームページ


